
平
成
十
年
十
月
十
三
日
受
領 

答

弁

第

一

〇

号 

      

衆
議
院
議
員
河
野
太
郎
君
提
出
「
特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
」
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
四
三
第
一
〇
号 

平
成
十
年
十
月
十
三
日 

衆

議

院

議

長 
伊 

 

宗 

一 

郎 

殿 

 

内
閣
総
理
大
臣 

小 

渕 

恵 

三 

 

一 

 



 

一
の
(2)
に
つ
い
て 

一
の
(1)
に
つ
い
て 

な
お
、
社
団
法
人
日
本
電
子
工
業
振
興
協
会
が
平
成
十
年
三
月
に
ま
と
め
た
予
測
に
よ
れ
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
用
の
ブ
ラ

ウ
ン
管
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
三
年
に
お
い
て
、
廃
棄
台
数
は
約
二
百
三
十
七
万
台
、
廃
棄
重
量
は
約
四
万 

特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
四
項
の
政
令
で
定 

 
 

め
る
特
定
家
庭
用
機
器
（
以
下
「
特
定
家
庭
用
機
器
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
同
項
各
号
の
要
件
に
該
当
す
る
機
械
器 

 
 

具
を
指
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
法
の
施
行
当
初
は
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
、
現
段
階
で
は
、
テ
レ

ビ
、
冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
及
び
洗
濯
機
を
想
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
四
種
の
機
械
器
具
中
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
製
品

を
指
定
す
べ
き
か
、
ま
た
、
政
令
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
こ
れ
ら
を
規
定
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
現
在
、
通
商
産
業
省
及
び

厚
生
省
に
お
い
て
、
関
係
す
る
有
識
者
の
意
見
を
聴
取
し
つ
つ
、
政
令
案
の
作
成
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

法
の
施
行
が
予
定
さ
れ
る
平
成
十
三
年
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
用
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
及
び
液
晶
を
用
い
た

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
廃
棄
台
数
及
び
廃
棄
重
量
の
予
測
は
行
っ
て
い
な
い
。 

衆
議
院
議
員
河
野
太
郎
君
提
出
「
特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

一
の
(3)
に
つ
い
て 

二
の
(1)
に
つ
い
て 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
両
品
目
に
つ
い
て
は
、
そ
の
廃
棄
の
動
向
を
見
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
適
切
な
対
応
を
と
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。 

特
定
家
庭
用
機
器
に
指
定
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
冷
蔵
庫
及
び
エ
ア
コ
ン
に
使
用
さ
れ
て
い
る
冷
媒
用
の
フ
ロ
ン
の

回
収
及
び
処
理
は
、
法
第
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
「
生
活
環
境
の
保
全
に
資
す
る
事
項
」
及
び
「
当
該
再
商
品
化
等
の 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
用
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
つ
い
て
は
、
業
務
用
が
多
く
を
占
め
る
こ
と
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
を
使
用
し
た
テ
レ
ビ

に
比
べ
廃
棄
量
が
少
量
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
の
施
行
当
初
か
ら
特
定
家
庭
用
機
器
に
指
定
す
る
必
要
性
は
低
い
と
考
え
て

い
る
。 

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
使
用
し
た
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
は
、
予
想
さ
れ
る
廃
棄
量
、
再
商
品
化
等
の
技
術
的
可
能
性
の
程
度

等
が
ブ
ラ
ウ
ン
管
を
使
用
し
た
テ
レ
ビ
と
は
異
な
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
の
施
行
当
初
か
ら
特
定
家
庭
用
機
器
に

指
定
す
る
必
要
性
の
有
無
に
つ
い
て
、
更
な
る
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

ト
ン
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。 

四 

 



 

二
の
(2)
に
つ
い
て 

実
施
と
一
体
的
に
行
う
こ
と
が
特
に
必
要
か
つ
適
切
で
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
事
項
」
に
当
て
は
ま
り
得
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。 

特
定
家
庭
用
機
器
に
指
定
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
冷
蔵
庫
に
使
用
さ
れ
て
い
る
断
熱
材
用
の
フ
ロ
ン
の
回
収
及
び
処

理
は
、
法
第
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
「
生
活
環
境
の
保
全
に
資
す
る
事
項
」
及
び
「
当
該
再
商
品
化
等
の
実
施
と
一
体

的
に
行
う
こ
と
が
特
に
必
要
か
つ
適
切
で
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
事
項
」
に
当
て
は
ま
り
得
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。 し

か
し
な
が
ら
、
同
項
の
「
政
令
で
定
め
る
事
項
」
に
ど
の
よ
う
な
事
項
を
規
定
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
冷
蔵
庫
に
使

用
さ
れ
て
い
る
断
熱
材
か
ら
の
フ
ロ
ン
の
回
収
及
び
処
理
に
つ
き
、
そ
の
方
法
、
効
率
等
に
関
し
技
術
的
な
問
題
が
存
在
す

る
こ
と
か
ら
、
断
熱
材
の
処
理
の
た
め
の
技
術
開
発
の
成
果
も
踏
ま
え
、
政
令
策
定
の
段
階
で
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
同
項
の
「
政
令
で
定
め
る
事
項
」
に
ど
の
よ
う
な
事
項
を
規
定
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
政
令
策
定
の

段
階
で
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

五 

 



 

二
の
(3)
に
つ
い
て 

冷
蔵
庫
に
使
用
さ
れ
て
い
る
冷
媒
用
の
フ
ロ
ン
の
量
は
、
一
台
当
た
り
お
お
む
ね
百
四
十
グ
ラ
ム
か
ら
百
八
十
グ
ラ
ム
で

あ
り
、
断
熱
材
用
の
フ
ロ
ン
の
量
は
、
一
台
当
た
り
お
お
む
ね
二
百
グ
ラ
ム
か
ら
千
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
ま
た
、
エ
ア
コ
ン
に

使
用
さ
れ
て
い
る
冷
媒
用
の
フ
ロ
ン
の
量
は
、
一
台
当
た
り
お
お
む
ね
六
百
グ
ラ
ム
か
ら
千
グ
ラ
ム
で
あ
る
。 

平
成
七
年
末
ま
で
冷
蔵
庫
に
主
に
使
用
さ
れ
て
き
た
冷
媒
用
の
フ
ロ
ン
で
あ
る
ク
ロ
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
（
以
下
「
Ｃ

Ｆ
Ｃ
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
冷
蔵
庫
が
廃
棄
物
と
し
て
収
集
、
処
理
さ
れ
る
過
程
の
中
で
、
自
治
体
等
に
よ
り
Ｃ
Ｆ 

 
 

Ｃ
が
回
収
さ
れ
、
こ
れ
を
破
壊
す
る
設
備
を
有
す
る
事
業
者
に
よ
り
破
壊
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、
約
九
割
の

都
道
府
県
及
び
政
令
指
定
都
市
に
お
い
て
、
地
域
の
関
係
事
業
者
、
市
町
村
の
担
当
者
、
消
費
者
等
か
ら
な
る
フ
ロ
ン
回
収

等
推
進
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
フ
ロ
ン
の
回
収
・
破
壊
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
社
団
法
人
日
本
電
機
工
業
会
及
び
財
団
法
人
家
電
製
品
協
会
は
、
平
成
九
年
九
月
に
策
定
し
た
「
家
庭
用
冷
蔵
庫
特
定

フ
ロ
ン
回
収
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
従
っ
て
、
自
治
体
等
に
よ
る
こ
う
し
た
取
組
へ
の
支
援
及
び
協
力
を
行
っ
て
い
る
。
環

境
庁
及
び
通
商
産
業
省
が
行
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
廃
棄
さ
れ
た
冷
蔵
庫
に
つ
い
て
、
平
成
九
年
度
に
お
い
て
回
収
実
施
者

別
に
取
扱
台
数
中
冷
媒
用
の
Ｃ
Ｆ
Ｃ
を
回
収
し
た
台
数
の
割
合
は
、
市
町
村
に
お
い
て
は
七
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
家
庭
用
機 

六 

 



 

Ｃ
Ｆ
Ｃ
及
び
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
に
替
わ
る
も
の
と
し
て
冷
蔵
庫
及
び
エ
ア
コ
ン
に
使
用
さ
れ
て
い
る
冷
媒
用
の
フ
ロ
ン
で
あ
る
ハ

イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
（
以
下
「
Ｈ
Ｆ
Ｃ
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
製
品
に
Ｈ
Ｆ
Ｃ
が
使
用
さ
れ
る
こ 

 
 

と
と
な
っ
た
の
が
数
年
前
か
ら
で
あ
る
た
め
、
廃
棄
量
は
極
め
て
少
な
い
も
の
と
見
込
ま
れ
、
現
時
点
で
は
、
回
収
、
破
壊

は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
政
府
の
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
本
部
が
平
成
十
年
六
月
に
決

定
し
た
「
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
大
綱
」
に
お
い
て
、
「
関
係
事
業
者
団
体
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
（
中
略
）
廃
エ
ア
コ
ン 

 
 

等
の
廃
棄
機
器
か
ら
の
冷
媒
の
回
収
・
再
利
用
・
破
壊
（
中
略
）
等
を
含
む
行
動
計
画
に
つ
い
て
、
関
係
審
議
会
等
に
お
い

て
そ
の
実
施
状
況
の
定
期
的
な
点
検
を
行
い
、
行
動
計
画
の
実
効
性
を
確
保
す
る
。
」
と
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
社 

こ
れ
ま
で
エ
ア
コ
ン
に
主
に
使
用
さ
れ
て
き
た
冷
媒
用
の
フ
ロ
ン
で
あ
る
ハ
イ
ド
ロ
ク
ロ
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
（
以
下

「
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
の
オ
ゾ
ン
破
壊
係
数
が
Ｃ
Ｆ
Ｃ
に
比
べ
て
小
さ
く
、
そ
の
回
収
、
破 

 
 

壊
の
緊
急
性
が
Ｃ
Ｆ
Ｃ
に
比
べ
て
低
い
こ
と
か
ら
、
一
部
の
市
町
村
等
に
お
い
て
回
収
、
破
壊
が
行
わ
れ
て
い
る
事
実
は
あ

る
も
の
の
、
回
収
、
破
壊
の
実
態
は
正
確
に
は
把
握
し
て
い
な
い
。 

械
器
具
小
売
業
者
に
お
い
て
は
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
に
お
い
て
は
三
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
回
収

さ
れ
た
冷
媒
用
の
Ｃ
Ｆ
Ｃ
は
お
お
む
ね
破
壊
さ
れ
て
い
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。 

七 

 



 

二
の
(5)
に
つ
い
て 

二
の
(4)
に
つ
い
て 

冷
蔵
庫
に
使
用
さ
れ
て
い
る
断
熱
材
用
の
フ
ロ
ン
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
回
収
及
び
処
理
の
技
術
が
確
立
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
現
状
で
は
回
収
及
び
処
理
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
現
在
、
国
等
に
よ
り
断
熱
材
の
処
理
の
た
め
の
技
術
開
発
を 

 

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

団
法
人
日
本
電
機
工
業
会
が
平
成
十
年
四
月
に
策
定
し
た
「
家
庭
用
冷
蔵
庫
に
お
け
る
Ｈ
Ｆ
Ｃ
排
出
抑
制
自
主
行
動
計
画
」

及
び
社
団
法
人
日
本
冷
凍
空
調
工
業
会
が
平
成
十
年
四
月
に
策
定
し
た
「
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
の
Ｈ
Ｆ
Ｃ
対
策
に
係
わ
る
業
界

自
主
計
画
」
に
従
っ
て
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
Ｈ
Ｆ
Ｃ
に
つ
い
て
は
回
収
、
破
壊
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

冷
蔵
庫
に
使
用
さ
れ
て
い
る
冷
媒
用
及
び
断
熱
材
用
の
フ
ロ
ン
並
び
に
エ
ア
コ
ン
に
使
用
さ
れ
て
い
る
冷
媒
用
の
フ
ロ
ン

が
、
当
該
製
品
の
使
用
中
に
大
気
中
に
放
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
事
故
等
の
特
別
な
場
合
を
除
き
、
お
お
む
ね
な
い
も
の
と
見

込
ま
れ
る
。 

環
境
庁
に
お
い
て
は
、
平
成
十
年
度
か
ら
断
熱
材
用
の
フ
ロ
ン
の
破
壊
試
験
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
特
性
に
応
じ
た
破

壊
技
術
の
確
立
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
同
年
度
に
既
存
の
Ｃ
Ｆ
Ｃ
破
壊
技
術
を
Ｈ
Ｆ
Ｃ 

八 

 



 

二
の
(6)
に
つ
い
て 

通
商
産
業
省
に
お
い
て
は
、
平
成
八
年
度
か
ら
平
成
十
年
度
ま
で
、
有
害
物
質
を
発
生
さ
せ
ず
に
既
存
の
焼
却
炉
を
活
用

し
て
Ｃ
Ｆ
Ｃ
を
効
率
的
に
処
理
す
る
技
術
の
開
発
を
行
っ
て
お
り
、
既
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ラ
ン
ト
で
の
Ｃ
Ｆ
Ｃ
の
分
解
の

実
証
試
験
に
お
い
て
九
十
九
・
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
分
解
率
を
達
成
し
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
既
存
の
焼
却
炉
を
用
い

て
運
転
試
験
を
行
っ
て
お
り
、
実
用
化
が
可
能
な
技
術
と
な
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
化

学
的
特
性
の
似
て
い
る
Ｃ
Ｆ
Ｃ
の
破
壊
処
理
技
術
を
活
用
し
た
破
壊
処
理
技
術
の
開
発
の
た
め
の
調
査
を
行
う
予
算
を
平
成

十
一
年
度
概
算
要
求
に
盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
政
府
の
取
組
に
加
え
、
一
部
民
間
事
業
者
等
に
お
い
て
も
、
現
在
、
断
熱
材
用
の
フ
ロ
ン
の
回
収
及
び
処
理 

 

の
た
め
の
技
術
開
発
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

大
気
中
の
オ
ゾ
ン
は
、
自
然
状
態
に
お
い
て
、
化
学
反
応
に
よ
る
生
成
と
消
滅
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
一
定
の
濃
度
が
保 

に
適
用
す
る
こ
と
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
証
す
る
と
と
も
に
、
回
収
及
び
再
利
用
時
の
課
題
を
整
理
し
、
そ
の
解
決
策
の
検

討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 

オ
ゾ
ン
層
を
人
工
的
に
再
生
す
る
技
術
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
可
能
性
の
あ
る
も
の
は
提
案
さ
れ
て
い
な
い
。 

九 

 



 

二
の
(7)
に
つ
い
て 

世
界
気
象
機
関
及
び
国
際
連
合
環
境
計
画
が
本
年
六
月
に
公
表
し
た
オ
ゾ
ン
層
破
壊
の
科
学
的
評
価
に
関
す
る
報
告
に
よ

れ
ば
、
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
に
対
す
る
国
際
的
な
生
産
規
制
の
結
果
、
下
層
大
気
中
の
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
の
合
計
濃
度
は

千
九
百
九
十
四
年
（
平
成
六
年
）
に
極
大
を
迎
え
、
現
在
は
緩
や
か
に
減
少
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
オ
ゾ
ン
層
は
来
た

る
五
十
年
間
で
緩
や
か
に
回
復
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。 

た
れ
て
き
た
が
、
現
在
の
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
は
、
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
が
成
層
圏
に
お
い
て
分
解
し
て
放
出
す
る
塩
素
や
臭

素
が
触
媒
の
働
き
を
し
て
オ
ゾ
ン
分
子
を
連
鎖
的
に
分
解
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
オ
ゾ
ン
の
生
成

と
消
滅
の
バ
ラ
ン
ス
を
消
滅
反
応
側
に
偏
ら
せ
て
い
る
状
態
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
の
大
気
中
へ
の

放
出
量
を
抑
制
す
れ
ば
、
オ
ゾ
ン
層
は
徐
々
に
回
復
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
廃
棄
物
処
理
法
」
と
い 

 
 

う
。
）
第
七
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
又
は
一
般
廃
棄
物
処
分
業
者
は
、
廃
棄
物
処
理
法
第 

 

六
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
（
以
下
「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
」
と
い
う
。
）
に
従
い
、
一
般
廃 

 
 

棄
物
の
収
集
若
し
く
は
運
搬
又
は
処
分
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
廃
棄
物
処
理
法
第
十
四
条
第
八
項
の
規
定
に
よ 

一
〇 

 



 

二
の
(8)
に
つ
い
て 

り
、
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
又
は
産
業
廃
棄
物
処
分
業
者
は
、
廃
棄
物
処
理
法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
産
業
廃

棄
物
処
理
基
準
（
以
下
「
産
業
廃
棄
物
処
理
基
準
」
と
い
う
。
）
に
従
い
、
産
業
廃
棄
物
の
収
集
若
し
く
は
運
搬
又
は
処
分 

 
 

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
製
造
業
者
等
が
冷
媒
用
の
フ
ロ
ン
の
回
収
及
び
処
理
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な 

法
第
十
八
条
第
二
項
の
「
政
令
で
定
め
る
事
項
」
と
し
て
冷
媒
用
の
フ
ロ
ン
の
回
収
及
び
処
理
を
定
め
た
場
合
、
製
造
業

者
等
に
冷
媒
用
の
フ
ロ
ン
の
回
収
及
び
処
理
を
義
務
付
け
る
こ
と
と
な
り
、
販
売
業
者
や
収
集
運
搬
業
者
に
こ
れ
を
義
務
付

け
る
も
の
で
は
な
い
が
、
法
の
目
的
を
達
成
す
る
上
で
は
、
製
造
業
者
等
に
義
務
付
け
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
者
に
よ
る
フ
ロ
ン
を
含
有
す
る
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
定
家
庭
用
機
器
廃
棄
物
（
以
下
「
特
定
家
庭

用
機
器
廃
棄
物
」
と
い
う
。
）
の
処
理
に
関
し
て
は
、
法
の
施
行
に
合
わ
せ
、
法
に
基
づ
く
製
造
業
者
等
に
よ
る
再
商
品
化 

 

等
と
同
程
度
の
処
理
を
確
保
す
る
た
め
、
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
及
び
産
業
廃
棄
物
処
理
基
準
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
厚
生
省
に
お
い
て
、
生
活
環
境
審
議
会
に
専
門
家
に
よ
る
委
員
会
を
設
置
し
、

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

一
一 

 



 

四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

製
造
業
者
等
が
法
第
十
七
条
に
規
定
す
る
指
定
引
取
場
所
を
共
同
で
設
置
す
る
こ
と
は
、
通
常
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
私
的

独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
。
以
下
「
独
占
禁
止
法
」
と
い 

 

う
。
）
そ
の
他
の
法
令
に
直
ち
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
例
外
的
な
場
合
で
あ
る
と
考
え
ら 

 

れ
る
が
、
例
え
ば
、
指
定
引
取
場
所
の
共
同
設
置
又
は
そ
の
利
用
に
当
た
っ
て
、
特
定
の
者
を
不
当
に
差
別
的
に
取
り
扱
う 

ま
た
、
法
の
施
行
後
の
市
町
村
に
お
け
る
特
定
家
庭
用
機
器
廃
棄
物
の
処
理
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
実
態

を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
や
そ
の
結
果
の
公
表
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

法
第
五
十
四
条
に
お
い
て
は
、
市
町
村
は
、
そ
の
収
集
し
た
特
定
家
庭
用
機
器
廃
棄
物
を
製
造
業
者
等
に
引
き
渡
す
こ
と

が
で
き
る
旨
を
規
定
し
て
お
り
、
製
造
業
者
等
に
よ
る
再
商
品
化
等
の
実
施
と
い
う
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
市
町
村
が
収
集

し
た
特
定
家
庭
用
機
器
廃
棄
物
の
製
造
業
者
等
へ
の
引
渡
し
に
つ
い
て
、
適
切
に
指
導
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。 

環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

一
二 

 



 

五
の
(2)
に
つ
い
て 

五
の
(1)
に
つ
い
て 

六
の
(1)
に
つ
い
て 

指
定
法
人
と
し
て
の
指
定
は
、
主
務
大
臣
が
申
請
を
受
け
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
申
請
が
な
い
場
合
に
指
定
法
人
と
し
て

の
指
定
を
行
う
こ
と
は
な
い
。 

指
定
法
人
の
法
第
三
十
三
条
に
規
定
す
る
業
務
の
経
営
が
赤
字
と
な
っ
た
場
合
に
ど
の
よ
う
に
指
定
法
人
に
支
援
を
行
う

べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
当
該
指
定
法
人
の
当
該
業
務
の
経
営
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
適
切
な
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
何
ら
か
の
支
援
を
行
う
可
能
性
も
含
め
た
適
切
な
対
応
に
つ
い
て
は
、
財
政
的
な
支
援
の
可
能
性
の
検
討
も

含
め
、
必
要
な
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

ま
た
、
指
定
法
人
の
指
定
が
な
さ
れ
な
い
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
適
切
な
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。 

場
合
等
に
は
、
独
占
禁
止
法
の
規
定
に
違
反
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。 

法
に
基
づ
く
政
令
及
び
省
令
に
つ
い
て
は
、
通
商
産
業
省
の
産
業
構
造
審
議
会
及
び
厚
生
省
の
生
活
環
境
審
議
会
に
お
け 

一
三 

 



 

六
の
(2)
に
つ
い
て 

法
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
（
法
第
三
章
、
第
四
章
等
）
に
つ
い
て
は
、
法
が
公
布
さ
れ
た
日
か
ら
起
算

し
て
三
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
円
滑
な
施
行
を
図
る
上

で
適
切
な
時
期
ま
で
に
、
関
係
す
る
政
令
及
び
省
令
を
策
定
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 

法
の
施
行
に
つ
い
て
は
、
法
附
則
第
一
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
法
が
公
布
さ
れ
た
日
（
平
成
十
年
六
月
五
日
）
か
ら
起

算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
期
間
内
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
期
間
内
で
の
施
行
の
た
め
に
、
法
の
施
行
期
日

を
定
め
る
政
令
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
の
制
定
と
同
時
期
に
制
定
す
る
こ

と
を
予
定
し
て
い
る
法
の
施
行
の
た
め
の
政
令
に
お
い
て
、
特
定
家
庭
用
機
器
の
指
定
を
行
う
予
定
で
あ
る
。 

法
に
基
づ
く
政
令
及
び
省
令
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
特
定
家
庭
用
機
器
と
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
製
品
を
指
定
す

べ
き
か
、
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
再
商
品
化
等
を
実
施
す
べ
き
量
に
関
す
る
基
準
」
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
定
め
る
べ
き
か
な
ど
の
特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
年
七
月
十
四
日
内
閣

衆
質
一
四
二
第
四
四
号
）
及
び
こ
の
答
弁
書
に
お
い
て
政
令
策
定
の
段
階
で
検
討
を
行
う
と
答
弁
し
た
事
項
に
加
え
、
法
第 

る
審
議
等
を
踏
ま
え
、
法
制
面
の
検
討
も
含
め
、
政
府
部
内
で
検
討
を
行
っ
た
上
で
制
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

一
四 

 



 

 

一
五 

四
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
法
人
が
特
定
家
庭
用
機
器
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
等
を
他
人
に
委
託
す
る
場
合
に
従
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
準
を
ど
の
よ
う
に
定
め
る
べ
き
か
、
法
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
報
告
の
徴
収
及
び
法
第
五
十
三
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
を
主
務
大
臣
が
ど
の
よ
う
に
行
う
べ
き
か
等
の
事
項
に
つ
い
て
も
、
調
査
及
び
検
討
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

七
に
つ
い
て 

中
央
省
庁
等
改
革
基
本
法
（
平
成
十
年
法
律
第
百
三
号
。
以
下
「
基
本
法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
環
境
省
の
編
成
方 

 
 

針
と
し
て
、
廃
棄
物
（
廃
棄
物
処
理
法
に
規
定
す
る
廃
棄
物
を
い
う
。
）
に
係
る
対
策
に
つ
い
て
は
環
境
省
に
一
元
化
す
る 

 

こ
と
（
基
本
法
第
二
十
四
条
第
三
号
）
及
び
資
源
の
循
環
的
再
利
用
の
促
進
に
つ
い
て
は
環
境
省
が
環
境
の
保
全
の
観
点
か

ら
、
基
準
、
指
針
、
方
針
、
計
画
等
の
策
定
、
規
制
等
の
機
能
を
有
し
、
こ
れ
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
関
係
府
省
と
共

同
で
所
管
す
る
こ
と
（
基
本
法
第
二
十
四
条
第
四
号
）
を
定
め
て
い
る
。
法
の
所
管
は
、
当
該
編
成
方
針
そ
の
他
の
基
本
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
今
後
決
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。 


